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― 第 82 回定期全国― 分科会議  
 

■ 大 会 の 概 要 ■  
第 82 回 定 期 全 国 大 会 は 、 11 月 ８ 日 、 午 前 ９ 時 30 分 に 開 会 し 、 鈴 木 順 三 大

会 準 備 委 員 長 の 報 告 の 後 、 釜 石 隆 志 資 格 審 査 委 員 長 か ら 、 資 格 審 査 結 果 報 告

が 行 わ れ 、 大 会 の 成 立 を 確 認 し 、 議 長 に 浦 隆 幸 関 西 地 方 支 部 長 、 副 議 長 に 髙

宮 成 昭 関 東 地 方 支 部 長 代 行 と 山 原 始 関 西 地 方 支 部 長 代 行 兼 名 古 屋 支 部 長 を 選

出 し た 。  

議 長 団 登 壇 で 浦 議 長 は 「 コ ロ ナ 禍 と い う 厳 し い 環 境 下 で あ る が 、 本 組 合 の 前

身 で あ る 日 本 海 員 組 合 が 、 １ ０ ０ 年 前 に 産 声 を 上 げ た 地 、 神 戸 で の 開 催 と な

り 、 大 変 う れ し い 。 建 設 的 か つ 真 摯 な 討 議 を お 願 い す る 」 と あ い さ つ し た  

 

 国内分科 会議  

国 内 分 科 会 議 は 、 議 長 に 和 田 文 男 関 西 地 方 支 部 長 代 行 、 副 議 長 に 松 本 順 一

長 崎 支 部 長 と 岡 本 大 介 早 駒 運 輸 株 式 会 社 職 場 委 員 を 選 出 し た 。 続 い て 、 本 年

８ 月 １ 日 以 降 の 国 内 部 の 主 要 な 活 動 が 報 告 さ れ 、 代 議 員 か ら は  

▽ 本 四 架 橋 Ａ ・ Ｄ ・ Ｅ ル ー ト 本 ・ 支 部 連 絡 会 議 に つ い て  

▽ 最 低 賃 金 の 改 定 に つ い て  

▽ 日 本 カ ー フ ェ リ ー 労 務 協 会 と の 定 年 協 議 会 に つ い て  

― な ど の 質 問 ・ 意 見 が 出 さ れ 、 本 部 側 よ り 考 え 方 を 示 し 、 理 解 を 深 め た 。  

 次 に 、 国 内 部 属 全 国 常 任 委 員 の 補 充 選 挙 を 行 っ た 後 、 第 ４ 号 議 案 と 国 内 分

科 会 議 に 併 託 審 議 さ れ た 「 神 戸 地 区 ― 第 1 号 決 議 案 」 が 提 案 さ れ 、 活 発 な 論

議 を も っ て 審 議 を 終 え 「 神 戸 地 区 ― 第 １ 号 決 議 案 」 に つ い て は 、 決 議 案 委 員

会 に お い て 修 文 の 上 、 受 け 入 れ る こ と と な り 、 第 ４ 号 議 案 な ら び に 地 区 提 出

議 案 に つ い て は 、 採 択 の 結 果 、 絶 対 多 数 で 可 決 さ れ た 。  

 最 後 に 、 田 中 伸 一 組 合 長 代 行 よ り 「 ２ 年 ぶ り に 実 開 催 が 叶 い 、 現 場 組 合 員

と 直 接 意 見 交 換 す る こ と が で き た 。 少 子 高 齢 化 が 進 み 人 手 不 足 が 顕 著 に な る

中 で 、 船 員 の 確 保 ・ 育 成 に つ い て は 、 感 染 対 策 を 十 分 に 講 じ た 上 で 、 子 ど も

た ち に 興 味 を 持 っ て も ら え る 活 動 を 工 夫 し な が ら 行 っ て い き た い 」 と の あ い

さ つ が 述 べ ら れ 、 国 内 分 科 会 議 を 終 了 し た 。  

「海員だより」 


